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成果の概要／風間卓仁 

 

 重力観測は火山内部の質量変動（マグマ移動など）を検出するのに有効な地球物理学的観測手法の 1 つ

である。私は日本の活動的火山における重力の時空間変化を把握するため、本助成金を活用したうえで以

下の研究(1)～(3)を実施した。また、本研究課題から派生した研究として、私は重力観測データに基づく

地球レオロジー構造の把握（研究(4)）について共同研究者とともに研究を実施した。 

 

1. 活動的火山における重力キャンペーン観測 

 火山における重力の空間分布や時間変化を把握するため、私は 2021 年 9 月に箱根火山で、および 2022

年 3 月に桜島火山で相対重力計を用いた重力キャンペーン観測を実施した。その結果、桜島火山の中央

部では 1998 年から現在に至るまで最大 4 microGal/yr の長期的な重力増加が継続していることが分かっ

た。この重力増加は地殻変動の寄与だけでは十分に説明することができず、桜島直下浅部におけるマグマ

質量（あるいはマグマ密度）の増加を反映していると考えられる（風間ほか, 京大防災研年報, 2021）。こ

の研究成果は、噴火活動が静穏な時期においても重力時空間変化を監視することの重要性を示唆してお

り、私は今後もこれらの活動的火山において重力キャンペーン観測を継続する予定である。 

 

2. 重力連続観測のための技術的検討 

 火山地域の重力時間変化を広帯域に把握するには、キャンペーン観測だけでなく連続観測も必須であ

る。私は京大吉田キャンパスや阿蘇火山で相対重力計による重力連続観測を実施しているものの、重力の

時間変化量に対する電圧出力値の感度が重力計ごとに異なっているという問題が存在した。そこで本研

究は、近年火山地域で頻用されている 5 台の相対重力計の感度を調査し、2021 年 12 月に感度の統一化

を実施した。その結果、重力計の感度は約 2.7 mV/microGal に統一され、潮汐変動に伴う重力変化の出

力振幅が全重力計でほぼ等しくなった（風間ほか, 北大地物報告, 2022）。今後はこれらの重力計を火山地

域での重力キャンペーン観測や連続観測に適用し、各器械の安定性などを評価する予定である。 

 

3. 重力計の器差・系統誤差低減のための検定観測 

 相対重力計の内部にはバネが備わっており、このバネの伸びを測定することでその場所の重力値を間

接的に知ることができる。この際、バネの伸びを重力値に変換するために変換係数が用いられるが、重力

計メーカー提供の変換係数は精度が低く、その結果相対重力計の重力測定値に器差や系統誤差が生じて

しまう。そこで本研究は、変換係数の誤差を是正するため、2021 年 7 月に京都～鹿児島で、および 11 月

に京都～北海道で相対重力測定を実施した。この測定で取得された相対重力値を絶対重力値（若林ほか, 

測地学会誌, 投稿準備中）と比較することで、各相対重力計の変換係数を検定できると期待される。 

 

4. 重力観測データに基づく地球レオロジー構造の把握 

 アラスカ南東部では小氷期末期（1800 年代～1900 年代）に大量の氷河が融解し、それに伴って最大 3 

cm/yr という急速な地殻隆起が現代においても継続している。そこで本研究は、2006 年～2015 年に現地

で観測された絶対重力データを再解析したところ、重力減少速度が最大で-4.4 microGal/yr に達している

ことが分かった。また、この重力減少を説明しうるような物理モデルを構築したところ、アラスカ南東部

直下のリソスフェアの厚さは約 55 km、および上部マントルの粘性率は約 1.2×1010 Pa s であることが分

かった（Naganawa et al., Earth Planets Space, revised）。今後は本研究の物理モデルによって将来の重力

変化を予測することが可能であるが、この予測値と実際の重力観測値を比較することで、現代氷河の融解

速度やその加速度を定量化できるものと期待される。 


